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二
〇
二
〇
年
十
一
月
一
日 

 
 
 
 

古
文
書
で
み
る
府
中
用
水
第
四
回 

多
摩
川
の
洪
水
と
用
水
の
普
請 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

小
坂 

克
信
（
立
川
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
） 

 

一
、
初
め
に 

古
文
書 

特
定
の
相
手
へ
意
志
を
伝
え
る
た
め
に
書
か
れ
た
近
世
以
前
の
文
書 

講
座
の
目
的 

古
文
書
を
通
し
て
、
谷
保
の
歴
史
を
知
る
。 

テ
キ
ス
ト 

「
諸
文
控
帳
」
は
正
文
や
下
書
き
が
別
に
あ
り
、
そ
れ
を
明
治
初
め
に
書
き
写
し
た
。 

遠
藤
仁
家
文
書 

上
谷
保
村
の
名
主
家
で
、
総
数
二
十
点
ほ
ど
。
天
保
十
一(

一
八
四
〇)

年
の
水
争
い
の

顛
末
を
伝
え
る
文
書
や
多
摩
川
周
辺
の
水
田
、
用
水
路
絵
図
な
ど
地
域
史
料
と
し
て
貴
重
な
も
の 

稲
作 

欧
米 

特
に
主
食
と
い
う
概
念
は
な
い
。 

日
本 

米
が
主
食
。
江
戸
時
代
の
石
高
制
：
米
の
収
穫
量
を
元
に
、
土
地
の
大
小
や
年
貢
高
を
決 

め
た
。
ま
た
、
身
分
秩
序
の
基
準
と
し
た
。 

多
摩
川
の
流
路
跡
な
ど
の
湿
地
を
水
田
と
し
て
利
用
→
乾
田 

用
水
路
が
必
要
と
な
る
。 

稲
は
気
温
が
高
く
て
雨
が
多
い
、
東
南
ア
ジ
ア
生
ま
れ
。
稲
が
育
つ
約
百
日
間
、
水
が
必
要
。 

享
保
十
七
（
一
七
三
二
）
年 

延
べ
六
百
人
程
度
の
労
力
が
必
要
（
上
谷
保
村
の
村
明
細
帳
） 

府
中
用
水 

圦
樋(

水
門)

、
溢
流(

い
つ
り
ゅ
う)

堰
、
吐
き
水
門
で
水
量
を
調
節
し
た
。 

圦
樋
上
に
緑
川 

大
正
十
一(

一
九
二
二)

年
立
川
に
陸
軍
の
飛
行
場(

現
・
昭
和
記
念
公
園)

が
作
ら

れ
る
。
滑
走
路
の
た
め
の
大
規
模
な
整
地
→
旧
残
堀
川
に
そ
っ
て
、
洪
水
→
排
水
路
と
し
て
昭
和

十
八
年
よ
り
工
事
開
始
。
昭
和
二
十
二
年
四
月
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
機
械
を
使
っ
て
完
成
さ
せ
る
。 

嫁
と
り
待
ち
（
堰
）、
そ
の
下
流
に
も
堰
が
あ
る
。
そ
の
下
流
が
中
央
高
速
の
北
側
に
あ
る
谷
保
堰
（
府 

中
と
谷
保
へ
灌
漑
用
水
を
給
水
） 

 

二 

嘉
永
四
年 

(

一) 

一
枚
目
① 

・
タ
イ
ト
ル 

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候 

恐
れ
多
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
文
書
で
、
お
願
い
し
ま
す
。 

・
返
読
文
字
：
漢
文
の
場
合
、
レ
点
や
一
二
点
を
つ
け
て
下
か
ら
上
へ
読
む
。
し
か
し
、
古
文
書
は
、
ほ 

と
ん
ど
返
り
点
が
な
い
。
下
か
ら
返
っ
て
読
む
文
字
は
だ
い
た
い
決
ま
っ
て
い
る
。 

 
 

乍 

乍
去 

さ
り
な
が
ら  

以 

以
序 

つ
い
で
を
も
っ
て 

 

 
 

奉  

奉
存 

ぞ
ん
じ
た
て
ま
つ
り 

二
枚
目 

無  

無
御
座 

ご
ざ
な
く 

 
 
 
 
 

被 

被
下 

く
だ
さ
れ 

 
 
 
 
 

有 

有
之 

こ
れ
あ
り 

★
二
枚
目
か
ら
返
読
文
字
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。 
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三
枚
目 

 
可 
可
仕 

 

つ
か
ま
つ
る
べ
く 

 
 
 
 
 
 

難 
難
有 

 

あ
り
が
た
く 

 
 
 
 
 
 

及 

及
懸
合 

か
け
あ
い
に
お
よ
び 

★
三
枚
目
か
ら
返
読
文
字
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い 

無
跡
形 

 
 
 
 

有
之 

・
候 

古
文
書
は
候
文
と
言
わ
れ
る
程
よ
く
出
て
く
る
。「
あ
る
」
の
丁
寧
語
：
～
で
ご
ざ
い
ま
す
、
～
し 

ま
す
。
慣
用
の
候
文
：
申
上
候
、
相
成
候
、
申
付
候 

 

後
に
続
く
場
合
も
あ
る
：
候
ハ
ヽ(

～
し
た
な
ら
ば)

、
候
得
共(

～
で
す
が)

、
候
而
も(

～
し
た
と
し
て 

も)

よ
く
出
て
く
る
言
葉
ほ
ど
極
端
に
く
ず
さ
れ
る
。 

・
い
つ
の
文
書
か 

五
枚
目 

嘉
永
四
亥
年 

辛
亥
（
か
の
と
い
） 

干
支 

漢
字
文
化
圏
で
使
用 

十
干
：
甲
・
乙
・
丙
・
丁
・
戊
・
己
・
庚
・
辛
・
壬
・
癸 

十
二
支
：
子
・
丑
・
寅
・
卯
・
辰
・
巳
・
午
・
未
・
申
・
酉
・
戌
・
亥 

嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年 

ジ
ョ
ン
万
次
郎
が
ア
メ
リ
カ
の
客
船
で
琉
球
ま
で
送
ら
れ
て
き
た
。 

薩
摩
藩
で
は
開
明
派
の
島
津
斉
彬
が
藩
主
と
な
り
、
鹿
児
島
に
精
錬
所
を
作
る
。 

佐
久
間
象
山
が
江
戸
で
砲
術
の
塾
を
開
く
。
江
戸
で
は
歌
舞
伎
が
大
繁
盛
し
た
。 

・
人
名
の
衛
門 

  

・
合
字
ゟ 

平
仮
名
の
「
よ
」
と
「
り
」
の
く
ず
し
が
一
つ
に
な
っ
た
。「
ど
こ
ど
こ
よ
り
、
い
つ
い
つ
よ 

り
」
場
所
や
時
間
の
始
ま
り
を
表
す 

★
ゟ
を
二
枚
目
か
ら
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

・
古
文
書 

平
仮
名
や
片
仮
名
は
小
さ
く
書
く
こ
と
が
あ
る
。
今
回
の
翻
刻
は
、
同
じ
大
き
さ
に
し
た
。 

江
川
太
郎
左
衛
門 

上
下
谷
保
村
の
代
官
で
、
親
子
代
々
代
官
を
世
襲
し
、
太
郎
左
衛
門
を
名
乗
る
。 

屋
敷
は
伊
豆
韮
山
に
あ
り
、
江
戸
本
所
の
オ
フ
ィ
ス
の
手
付
・
手
代
が
、
多
摩
地
域
を
支
配
し
た
。
伊 

豆
、
相
模
、
駿
河
、
武
蔵
の
四
カ
国
を
支
配
。
天
保
の
頃
多
摩
郡
の
三
分
の
一
～
四
分
の
一
を
支
配 

嘉
永
四
年
は
三
六
代
目
の
英
龍
で
、
天
保
六(

一
八
三
五)

年
三
十
五
歳
で
代
官
に
な
る
。
天
保
八
年
大 

塩
平
八
郎
の
乱
：
変
装
し
て
領
地
の
民
情
を
視
察
。
質
素
倹
約
に
努
め
、
家
来
に
も
そ
れ
を
求
め
た
。 

嘉
永
六(

一
八
五
三)

年
ペ
リ
ー
の
黒
船
来
航
に
対
し
て
、
幕
府
は
英
龍
に
お
台
場
の
建
設
と
大
砲
製
造 

の
た
め
反
射
炉
作
り
を
命
じ
る
。
ま
た
、
高
島
秋
帆
に
砲
術
を
学
び
、
佐
久
間
象
山
や
川
路
聖
謨
に
教 

え
る
。
パ
ン
を
焼
い
た
り
、
農
兵
を
組
織
し
た
り
し
た
。 

被
仰
付 

無
跡
形 

奉
申
上 

有
之 

可
相
成 

難
及
自
力 

有
之 

 

奉
願
上 

 

奉
願
上 
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上
谷
保
村
と
下
谷
保
村 

約
千
六
百
石
の
一
村
だ
っ
た
→
天
和
三(

一
六
八
三)

年
二
村
に
分
離
す
る
。 

下
谷
保
村
：
五
百
石
で
、
府
中
の
境
か
ら
谷
保
天
神
の
坂
下
ま
で
。 

上
谷
保
村
：
約
千
二
百
十
石
、
下
谷
保
村
の
西
。 

村
役
人 

代
官
は
村
役
人
を
通
し
て
村
を
支
配
す
る
。
一
番
大
き
な
仕
事
は
年
貢
を
村
民
か
ら
集
め
て
領 

主
に
差
し
出
す
。
多
く
は
世
襲
で
あ
る
が
、
一
年
交
代
の
年
番
も
あ
る
。 

一
般
に
、
関
東
：
名
主
、
関
西
：
庄
屋
、
東
北
：
肝
煎 

そ
れ
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
。 

宗
門
改
帳
な
ど
戸
籍
を
作
っ
た
り
、
村
民
同
士
の
争
い
の
調
停
、
事
件
の
解
決
に
も
助
力
し
た
。 

名
主
の
補
佐
：
組
頭
、
ま
た
は
年
寄
。
名
主
と
組
頭
を
監
視
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
の
が
百
姓
代 

勝
田
二
郎 

府
中
三
町
と
是
政
村
を
支
配
。
勝
田
二
郎
の
本
名
は
充(

み
つ
る)

、
次
郎
は
通
称 

天
保
十
二(

一
八
四
一)

年
将
軍
に
お
目
見
え
以
下
の
御
家
人
か
ら
旗
本
に
昇
格
し
、
翌
年
関
東
代
官
と 

な
り
各
地
を
転
勤
。
弘
化
三(

一
八
四
六)
か
ら
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
は
兵
庫
県
の
生
田
銀
山
の
代 

官
し
た
。
安
政
元(

一
八
五
四)

年
勘
定
吟
味
役
と
な
り
、
安
政
五(

一
八
五
八)

年
箱
館
蝦
夷
地
御
用
江

戸
取
扱
や
神
奈
川
開
港
取
調
掛
に
な
り
、
外
国
奉
行
の
補
佐
と
し
て
横
浜
の
開
港
を
実
現
さ
せ
た
。 

府
中
三
町 

新
宿
、
本
町
、
番
場
宿
。
幕
府
関
係
の
荷
物
を
運
ぶ
人
や
馬
の
継
立
を
す
る
宿
駅
と
し
て
の 

仕
事
を
交
代
で
担
当
し
た
。
本
町
の
街
並
み
は
相
州
街
道(
小
田
原
道)

沿
い
で
府
中
宿
の
中
心
。 

北
側
の
立
川
段
丘
面
の
台
地
に
畑
、
街
道
の
南
の
ハ
ケ
下
の
多
摩
川
沿
い
の
低
地
に
水
田
が
あ
る
。 

是
政
村 

東
京
競
馬
場
か
ら
多
摩
川
に
か
け
て
の
村
で
、
領
主
の
井
田
是
政
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。 

(

二
） 

二
枚
目 

踊
り
字 

同
じ
文
字
を
繰
り
返
す
時
に
使
用
。
翻
刻
は
次
の
よ
う
に
表
記
す
る
こ
と
が
多
い
。 

カ
タ
カ
ナ
の
繰
り
返
し
は
ヽ 

ツ
ヽ 

ひ
ら
が
な
の
繰
り
返
し
は
ゝ 

つ
ゝ 

漢
字
の
繰
り
返
し
々 

 
 
 

追
々 

・
掘
り
浚
い
：
草
刈
り
、
ゴ
ミ
拾
い
だ
け
で
な
く
、
水
路
の
底
に
た
ま
っ
た
泥
浚
い
ま
で
し
た
。 

・
海
道
：
も
と
も
と
海
に
沿
っ
た
道
を
意
味
し
た
が
、
そ
の
後
主
な
道
、
街
道
と
し
て
使
用 

★
こ
の
頁
で
仮
名
の
ニ
と
而
（
て
）
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

府
中
用
水
の
浚
渫
：
田
村
道
～
四
ツ
谷
海
道
：
青
柳
村
と
上
下
谷
保
村
。
四
ツ
谷
海
道
～
下
流
：
府
中
三 

町
と
是
政
村 

青
柳
稲
荷
神
社
の
由
来
「
青
柳
と
石
田
は
、
明
治
二
二
年
の
合
村
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
村
と
し
て
独
立
し

て
い
ま
し
た
。
現
在
は
「
大
字
」
と
し
て
そ
の
地
名
を
残
し
て
い
ま
す
。
青
柳
は
、
そ
の
昔
、
今
日
の
府

中
市
本
宿
の
多
摩
川
南
岸
の
青
柳
島
に
あ
り
ま
し
た
。
寛
文
十
一(

一
六
七
一)

年
多
摩
川
の
大
洪
水
に
よ

り
青
柳
島
は
流
失
、
現
在
地
に
移
住
し
、
青
柳
村
を
開
拓
し
ま
し
た
。
石
田
も
青
柳
と
時
を
同
じ
く
し
て
、

今
日
の
日
野
市
石
田
か
ら
移
住
し
た
も
の
で
す
。
青
柳
稲
荷
神
社
は
、
青
柳
、
石
田
の
鎮
守
で
あ
り
、
一

間
半(

約
二
・
七
ｍ)

×

二
間(

約
三
・
六
ｍ)

の
覆
屋(

お
お
い
や)

で
、
二
月
初
午
、
九
月
大
祭
等
の
例
祭

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。」（
看
板
） 

田
村
道
：
青
柳
神
社
の
東
の
道
。
南
の
端
（
中
央
高
速
の
少
し
上
流
）
に
渡
船
場
。 

四
ツ
谷
街
道
：
下
谷
保
村
と
府
中
の
境
。
府
中
市
四
ツ
谷
の
住
民
が
甲
州
街
道
に
出
る
時
に
使
っ
た
道
。 

大
山
阿
夫
利
神
社
へ
参
詣
す
る
道
と
し
て
人
々
が
往
来
し
た
こ
と
か
ら
大
山
街
道
、
大
山
道
と
言
っ
た
。

こ
の
道
に
架
か
る
橋
が
大
山
橋
。 
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・
古
文
書
で
は
書
き
換
え
、
あ
る
い
は
当
て
字
は
多
く
出
て
く
る
。
音
が
合
い
さ
え
す
れ
ば
い
い
と 

い
う
考
え
方
。 

・
川
除 

洪
水
を
防
ぐ
た
め
の
堤
防
工
事
や
川
底
の
浚
渫
な
ど
の
治
水
工
事 

御
田
地 

田
地 
田
畑
に
な
っ
て
い
る
土
地
。 

多
分 

現
在
は
推
定
を
表
す
。（
数
量
や
金
銭
が
）
多
い
。 

 

亡
所 

一
般
に
は
耕
作
者
の
い
な
い
田
地
。
こ
こ
で
は
耕
作 

で
き
な
い
場
所 

相
成 

相
は
接
頭
語
。
あ
ま
り
意
味
は
な
い
が
よ
く
使
わ
れ
る
。 

 

無
跡
形 

  

見
分 

立
ち
会
っ
て
検
査
を
す 

る
。
検
分 

被
（
れ
、
ら
れ
）
尊
敬
、
受
け
身
、 

可
能 

村
役
人 

人
に
〇
を
付
け
て
消
す 

村
役
①
普
請
な
ど
村
の
共
同
作
業
に
出
す
労
役
、
②
村
役
人
の
略 

出
来
（
し
ゅ
っ
た
い
） 

で
き
る 

御
座
候 

「
あ
る
」
の
丁
寧
語 

あ
り
ま
す 

追
々 

だ
ん
だ
ん
と
。
次
第
に
。 

起
返
り 

自
然
災
害
な
ど
で
荒
廃
し
た
耕
地
を
復
旧
す
る
こ
と 

(

三) 

三
枚
目 

未
タ 

古
文
書
に
は
濁
点
が
打
た
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
必
要
に
応
じ
て
濁
点
を
付
け
て
読 

 

む
と
意
味
も
語
調
も
通
じ
る
。
こ
の
場
合
は
「
未
だ
」 

有 
 

有
之 

 

難
有
仕
合 

 

可 

「
べ
し
」
と
読
む
こ
と
が
多
い
。 

 
 
 

返
読
す
る
。
平
仮
名
の
「
て
」
の 

よ
う
な
形
。
次
の
つ
な
が
り
で
、「
べ
し
、
べ
く
、
べ
き
、
べ
か
ら
」
な
ど
と
読
み
分
け
る
。 

懸
合 

双
方
が
談
判
・
交
渉
し
て
決
着
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
交
渉
が
あ
っ
た 

有 

返
読
す
る 

 

ニ
而
茂
（
に
て
も
） 

 

迚
茂
（
と
て
も
） 

 

難
、
及 

返
読
す
る
文
字
。 

 

自
力
及
び
難
く 

 

篤
与
（
と
く
と
） 

念
を
入
れ
て
、
よ
く
よ
く
、
充
分
に
。 
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添
簡 

奉
行
所
に
出
訴
す
る
時
に
、
訴
状
に
添
え
て
進
達
し
た
、
領
主
や
代
官
な
ど
の
出
訴
を 

許
可
す
る
口
上
書
。 

当
御
役
所 
勝
田
二
郎
代
官
所 

 
 
 
 

召
出 

出
頭
さ
せ
る
。 

仰
せ
聞
か
さ
れ 

言
っ
て
き
か
せ
る
。 

利
解 

わ
か
る
、
理
解
す
る
、
説
得
す
る
、
わ
け
、
道
理
。 

見
届 

見
て
確
認
し
て
。 

懸
合 

双
方
が
談
判
・
交
渉
し
て
決
着
す
る
。 

熟
談 

納
得
す
る
ま
で
よ
く
話
し
合
う
こ
と
、
話
し
合
う
こ
と
で
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
。 

内
済 

訴
訟
な
ど
を
話
し
合
い
で
和
解
す
る
。 

(

四) 

四
枚
目 

★
合
字
の
「
ゟ
」
と
仮
名
の
「
ニ
而
」
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

懸
合 

双
方
が
談
判
、
交
渉
し
て
決
着
す
る
こ
と
。 

  

然
ル
上
ハ 

そ
の
上
は
、
そ
れ
で
は 

  

金 

 
 人

足
賃 

荷
物
の
運
搬
や
工
事
な
ど
に
従
事
し
た
労
働
者
に
支
払
わ
れ
る
報
酬
。 

 

無
申
分 

不
満
、
文
句
無
く
、 

 

何
卒 

何
と
か
し
て
、
ど
う
か
～
し
て
く
だ
さ
い
、
ぜ
ひ
。 

以 

返
読
す
る
。
慈
悲
を
以
て 

被 

返
読
で
、
尊
敬
を
表
す
。 

被
成
下
置
（
成
し
下
し
置
か
れ
）
～
し
て
く
だ
さ
い
。 

度
（
た
く
）「
急
度
」
や
「
此
度
」
も
よ
く
出
て
く
る
。 

奉 

返
読
す
る
。 

 

三
、
嘉
永
五
年 

嘉
永
五
子
（
一
八
五
二
）
年 

ペ
リ
ー
来
航
一
年
前
で
、
長
崎
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ク
ル
チ
ウ
ス
が
、

「
来
年
は
ア
メ
リ
カ
艦
隊
が
日
本
と
の
通
商
貿
易
を
求
め
て
く
る
」
と
を
幕
府
に
通
報
す
る
が
、
幕
府
は

対
策
は
取
ら
な
か
っ
た
。 

(

一) 

一
枚
目 

タ
イ
ト
ル
は
嘉
永
四
年
と
同
じ 

★
一
頁
か
ら
踊
り
字
と
、
合
字
の
「
ゟ
」
、
平
仮
名
の
「
ニ
而
」
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

両 
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次
郎 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

儀 

こ
と
、
わ
け
、
～
関
し
て
は 

  

異
体
字 

今
と
使
い
方
や
意
味
が
同
じ
で
、
形
が
違
う
字 

 

迄 

 

凡 

だ
い
た
い
、
あ
ら
ま
し
、 

 

間

 

大
字
（
だ
い
じ
） 

壱
、
弐
、
参
、
肆
、
伍
、
陸
、
漆
、 

雨
成
下 

こ
の
淵
で
雨
乞
祭
り
を
行
う
。
毎
夏
、
各
部
落
総
出
で
、
谷
保
天
満
宮
の
弁
天
池
か
ら
竹
で
編

ん
だ
大
き
な
竜
を
先
頭
に
し
た
行
列
が
出
発
す
る
。
家
ご
と
に
桶
に
汲
ん
だ
水
を
か
け
あ
い
な
が
ら
雨

成
下
の
淵
に
来
て
、
竜
を
淵
に
投
げ
込
み
雨
乞
い
を
し
た
。 

大
〆
切 

圦
樋
の
南
東
に
続
く
堤
防 

肝
要 

非
常
に
大
切
な
こ
と
、
必
要
。 

当
の
く
ず
し
字
は
旧
字
の
「
當
」

 
 

同

 

玉
川
→
多
摩
川 

稀
成 

め
っ
た
に
な
い
こ
と
で
あ
る
、
珍
し
い
こ
と
。 

罷 

動
詞
の
上
に
付
け
て
謙
譲
の
意
味
を
表
す
接
頭
語 

罷
出(

ま
か
り
い
で)    

「
出
る
」
の
謙
譲
語 

(

二) 

二
枚
目 

情
々
（
せ
い
ぜ
い
、
精
々
） 

で
き
る
だ
け 

水
防 

水
害
を
防
ぐ 

方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※
分
に
似
て
い
る
く
ず
し
も
あ
る 

仕
候 

謙
譲
語
で
、
致
し
ま
す 

行
届
兼 

行
き
渡
ら
ず
、
達
せ
ず 

石
田
道 

矢
川
駅
か
ら
南
養
寺
西
を
通
る
道
路 

堤
内
地 

堤
防
に
よ
っ
て
洪
水
や
氾
濫
か
ら
守
ら
れ
て
い
る
住
居
や
農
地
の
あ
る
側 

水
冠
（
み
ず
か
ぶ
り
） 

河
川
の
氾
濫
や
大
雨
で
農
作
物
が
水
を
か
ぶ
る
こ
と 

猶
又 

さ
ら
に
加
え
て
、
や
は
り
ま
た 

無
、
及
、
難
は
返
読
す
る
文
字 

難
渋
至
極 

こ
の
上
な
く
困
難
で
あ
る 

 

「
難
」
は
熟
語
な
の
で
返
読
し
な
い 

違 
共 
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至

 

川
除
御
普
請 
堤
防
を
強
固
に
し
川
底
を
浚
渫
し
、
洪
水
を
防
ぐ
工
事
で
、
幕
府
の
費
用
で
実
施
す
る
土 

木
工
事 

被
（
れ
、
ら
れ
）
尊
敬
や
受
け
身
な
ど
を
表
す
助
動
詞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

欠
字
（
け
つ
じ
）
敬
意
を
表
す
た
め
一
字
ま
た
は
二
字
分
の
余
白
を
あ
け
る
こ
と 

被
成
下
置
（
な
し
く
だ
し
お
か
れ
）
～
し
て
く
だ
さ
い 

  左
衛
門 

   

四
、
鈴
木
平
九
郎
「
公
私
日
記
」 

嘉
永
五
年
七
月
十
九
日 

陰
雨
：
し
と
し
と
と
降
り
つ
づ
く
陰
気
な
雨 

時
刻 

現
在
は
定
時
法 

明
治
六(

一
八
七
三)

年
以
降
、
一
日
を
二
十
四
時
間
に
分
け
る
。 

江
戸
時
代
は
不
定
時
法 

日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
六
等
分
、
日
没
か
ら
次
の
日
の
出
ま
で
を
六
等
分

し
、
一
日
を
合
計
十
二
に
分
け
る
時
間
法
。
約
二
時
間
を
一
刻(

い
っ
と
き)

と
し
た
が
、
夏
と
冬
で

は
間
隔
が
違
う
。 

五
ツ
半
：
九
時
頃 

 

未
の
上
刻
：
十
三
時
四
〇
分
頃 

 

四
ツ
時
：
午
前
一
〇
時
分
頃 

 

五
、
お
わ
り
に 

水
争
い 

田
植
え
の
時
期
が
多
い
。 

慣
行
水
利
権 

①
上
流
の
水
田
か
ら
水
を
入
れ
る
。
②
古
田
優
先 

古
い
田
ん
ぼ
か
ら
水
を
入
れ
る
。 

嘉
永
四
年
の
文
書 

三
十
年
前
の
洪
水
で
水
田
も
府
中
用
水
も
跡
形
も
な
く
埋
ま
っ
た
。
災
害
復
興
（
府

中
用
水
の
掘
り
起
こ
し
）
を
巡
っ
て
の
ト
ラ
ブ
ル
。
通
常
は
田
村
道
か
ら
四
ツ
谷
街
道
ま
で
は
上
下
谷

保
村
と
青
柳
村
が
担
当
し
、
四
ツ
谷
街
道
（
大
山
橋
）
か
ら
下
流
は
府
中
三
町
と
是
政
村
が
担
当
し
た
。

し
か
し
、
府
中
三
町
と
是
政
村
は
自
力
で
は
で
き
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
、
大
山
橋
下
流
約
七
八
メ
ー

ト
ル
は
上
下
谷
保
村
が
掘
り
起
こ
し
、
そ
こ
か
ら
下
流
三
二
八
ｍ
は
八
両
で
、
上
下
谷
保
村
が
請
け
負

う
。 

嘉
永
五
年
の
文
書 

七
月
十
九
日
か
ら
二
十
二
日
の
大
風
雨
で
石
田
道
か
ら
堤
防
が
切
れ
、
下
流
一
八
四

ｍ
が
崩
れ
て
一
面
泥
の
海
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
復
旧
の
た
め
、
雨
成
下
の
堤
防
を
幕
府
の
金
で
丈
夫

に
築
造
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
書
。 

◎ 

災
害
（
洪
水
）
復
興
に
対
し
て
先
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
、
そ
の
苦
労
や
工
夫
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。 

兵
衛 

郎 


